
 

　「
70
年
過
ぎ
て
も
、
こ
こ
は
変
わ
ら
な

い
な
あ
」

　
ボ
ロ
市
通
り
に
並
ぶ
露
店
と
、
大
勢
の

人
混
み
。
骨
董
品
や
古
着
、
植
木
な
ど
、

様
々
な
掘
り
出
し
物
が
並
ん
で
い
ま
す
。

　
世
田
谷
ボ
ロ
市
は
１
５
７
８
年
、
小
田

原
城
主
北
条
氏
政
が
世
田
谷
新
宿
に
楽
市

を
開
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
当
初
は
毎

月
1
日
と
6
日
の
日
に
月
6
回
開
催
さ

れ
、「
六
斎
市
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
在
で
は
毎
年
、
12
月
15
日
・
16

日
と
、
お
正
月
が
明
け
た
１
月
15
日
・
16

日
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ロ
市
の
名

の
由
来
は
、
農
家
の
作
業
着
の
つ
く
ろ
い

や
、
わ
ら
じ
に
編
み
込
む
と
丈
夫
に
な
る

と
言
わ
れ
た
「
ボ
ロ
布
」
で
、
か
つ
て
は

ボ
ロ
布
が
盛
ん
に
売
買
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
由
来
で
す
。

　
今
や
、
ボ
ロ
市
は
世
田
谷
区
の
冬
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
の
知
っ
て
い
る
世
田
谷
区

は
、
ま
だ
農
村
地
域
の
面
影
を
残
し
た
街

で
し
た
が
、
今
は
多
く
の
住
宅
が
建
ち
並

ぶ
街
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
伝
統
の
あ
る
ボ
ロ
市
が
残
る
世
田
谷

区
が
ど
ん
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の
か
調

べ
て
み
よ
う
」

　
二
三
男
く
ん
は
世
田
谷
区
役
所
に
向
か

い
、
区
政
情
報
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
で
『
世

田
谷
区
総
合
戦
略
』を
受
け
取
り
ま
し
た
。

世
田
谷
区
の
総
合
戦
略
に
は
「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
の
人

口
が
最
も
多
い

　
二
三
男
く
ん
は
ま
ず
、「
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
読
み
始
め
ま
し
た
。

　
世
田
谷
区
の
総
人
口
は
自
然
増
・
社
会

増
に
よ
る
増
加
傾
向
が
継
続
し
て
い
ま

す
。
国
勢
調
査
の
数
値
を
見
る
と
、

１
９
５
０
（
昭
和
25
）
年
に
40
万
８
千
人

だ
っ
た
人
口
は
、
１
９
７
５
（
昭
和
50
）

年
に
80
万
人
を
突
破
。
そ
の
後
、
80
万
人

台
を
割
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
に
は
87
万
７
千

人
ま
で
増
え
て
い
ま
す
。

　
年
齢
３
区
分
別
人
口
は
、１
９
７
０（
昭

和
45
）
年
を
１
０
０
と
し
た
場
合
、
年
少

人
口
が
62
・
７
と
大
幅
に
減
少
し
た
一
方
、

高
齢
者
人
口
は
３
５
９
、
特
に
75
歳
以
上

人
口
は
６
３
１
と
大
幅
に
増
加
し
ま
し

た
。
20
代
前
半
の
人
口
は
、１
９
９
５（
平

成
７
）
年
に
は
８
万
２
千
人
を
超
え
て
い

ま
し
た
が
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
に

は
半
減
し
、
４
万
５
千
人
を
割
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
人
口
構
造
の
状
況
を
見
る
と
、
全
国
で

は
い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代
の
人
口
が
最
も
多

い
の
に
対
し
て
、
世
田
谷
区
に
お
い
て
は

そ
の
一
世
代
後
に
あ
た
る
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
の
人
口
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
将
来
人
口
推
計
を
見
て
み
る
と
、
過
去

10
年
間
の
出
生
動
向
が
緩
や
か
と
な
り
、

か
つ
国
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
示
す
人
口
1
億
人

維
持
が
図
ら
れ
た
場
合
の
移
動
率
（
転
出

入
母
数
が
減
少
す
る
結
果
、
移
動
率
が
低

下
）を
仮
定
値
と
し
て
設
定
す
る「
パ
タ
ー

ン
Ⅰ
」
で
は
、
総
人
口
、
年
齢
３
区
分
別

人
口
と
も
に
緩
や
か
な
上
昇
傾
向
が
継
続

し
、
２
０
５
０
（
平
成
62
）
年
に
は
総
人

口
は
１
０
５
万
５
０
８
４
人
に
増
え
ま

す
。
合
計
特
殊
出
生
率
は
１
・
21
に
達
し
、

年
少
人
口
の
増
加
率
は
34
％
に
な
り
ま
す

が
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
（
54
％
）
に
比

べ
る
と
か
な
り
の
差
が
見
ら
れ
ま
す
。
生

世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
で
顔
が
見
え
る
相
談
・
支
援
体
制

地
域
資
源
を
最
大
限
活
用
し
、
全
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
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就
学
前
人
口
の
増
加
に
加
え
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景
気
の
後
退
や
働
き

方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
、
認
可
保
育
園
の
申
請
者
数
は
増
加

し
続
け
、
保
育
待
機
児
童
の
解
消
は
区
の

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の

都
市
部
の
自
治
体
と
比
較
し
て
も
保
育
所

等
を
利
用
す
る
割
合
は
決
し
て
高
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
保
育
定
員
の
拡
充
に
よ
り
保

育
所
等
の
入
所
割
合
は
２
０
０
７
（
平
成

19
）
年
の
23
％
か
ら
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
に
は
36
・
9
％
ま
で
増
え
ま
し
た

が
、
実
は
家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
世

帯
も
多
い
自
治
体
で
す
。

　
そ
こ
で
、
世
田
谷
区
が
特
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
世
田
谷
版

ネ
ウ
ボ
ラ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
区
・
医
療
・

地
域
が
連
携
し
、
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
ま

で
子
育
て
家
庭
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
顔
の
見
え
る
相
談
支

援
体
制
の
こ
と
で
す
。

総
合
支
所
に
ネ
ウ
ボ
ラ
・

チ
ー
ム

　
妊
娠
中
や
産
後
、
乳
幼
児
を
育
て
る
時

期
は
、
誰
も
が
様
々
な
不
安
を
抱
え
る
も

の
で
、
核
家
族
化
の
進
展
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
妊

産
婦
や
子
育
て
家
庭
の
孤
立
感
や
負
担
感

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
の
報
告
書
に
よ

る
と
、
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
の
う
ち
、

0
歳
児
の
割
合
が
約
6
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
出
産
後
か
ら
の
支
援
で
は
遅
く
、
妊

娠
期
か
ら
就
学
期
ま
で
の
支
援
を
切
れ
目

な
く
提
供
す
る
た
め
の
相
談
支
援
体
制
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
４

月
か
ら
の
子
ど
も
計
画
（
第
２
期
）
の
重

点
政
策
で
あ
る
「
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
・
虐
待
予
防
」
に
基
づ
き
検

討
し
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
７
月
か

ら
「
世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
世
田
谷
区
に
は
五
つ
の
総
合
支
所
が
あ

り
ま
す
が
、
世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
開
始

に
あ
た
っ
て
は
、
各
総
合
支
所
に
配
置
さ

れ
た
保
健
師
・
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
子
育

て
応
援
相
談
員
に
よ
る「
ネ
ウ
ボ
ラ
・
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
妊
婦

を
対
象
に
、
ネ
ウ
ボ
ラ
・
チ
ー
ム
が
妊
娠

期
面
接
を
実
施
し
、
妊
娠
中
の
健
康
管
理

の
こ
と
や
、
出
産
・
育
児
な
ど
の
不
安
や

悩
み
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
入
口
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。
ネ
ウ

ボ
ラ
・
チ
ー
ム
で
は
、
妊
娠
期
面
接
後
の

相
談
に
つ
い
て
も
随
時
対
応
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
、
保
育
や
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
初
回
の
面
接
で
は
、「
せ
た
が
や
子
育

て
利
用
券
」（
１
万
円
分
）
を
渡
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
乳
房
ケ
ア
、
産
後
ケ
ア
、
家
事
・

育
児
援
助
、
親
子
の
集
い
の
場
、
一
時
預

か
り
、
育
児
講
座
な
ど
の
地
域
の
民
間
支

援
団
体
な
ど
が
行
う
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
に
使
用
で
き
ま
す
。
こ

の
利
用
券
は
子
育
て
家
庭
が
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
は
親
子
が
気
軽
に
立
ち

寄
る
こ
と
が
で
き
る
一
部
の
「
お
で
か
け

ひ
ろ
ば
」
等
に
、「
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
子
育
て
支
援
員
研
修
を
受
け

た
専
門
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
相
談
者
の
「
困
っ
た
」
を
一
緒
に
考

え
、
生
活
に
密
着
し
た
地
域
の
民
間
情
報

や
公
的
な
支
援
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
ネ
ウ
ボ
ラ
・
チ
ー
ム
が
緊
密
に
連

妊
娠
期
か
ら
不
安
や
悩
み
を
相
談
で
き
る

「世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」

地域の子育て支援サービス

で利用できる 「せたがや子

育て利用券」

地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
相
談
風
景

産
年
齢
人
口
は
数
と
し
て
は
増
加
す
る
も

の
の
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
68
％
か
ら

64
％
に
低
下
し
ま
す
。

　
区
民
の
定
住
意
向
が
高
い
割
合
で
推
移

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
高
齢
者

人
口
は
確
実
に
増
加
し
て
い
き
ま
す
。
一

方
、
こ
の
間
の
出
生
率
の
低
下
に
よ
り
、

母
親
年
齢
人
口
の
う
ち
、
特
に
20
代
前
半

の
人
口
が
約
半
分
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま

す
。
出
生
率
の
急
速
な
回
復
が
見
込
め
な

い
中
で
は
、
転
入
超
過
が
解
消
さ
れ
る
と

人
口
が
大
き
く
減
少
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
20
代
前
半
の
転
入
超
過
を
維
持
す
る

こ
と
は
、
将
来
の
人
口
構
成
に
重
要
な
意

味
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
今
後
の
基
本
的

視
点
と
し
て
、
①
人
口
減
少
に
よ
っ
て
人

口
構
成
が
大
き
く
変
化
し
、
社
会
を
支
え

る
基
盤
が
揺
ら
ぐ
こ
と
が
な
い
よ
う
、
戦

略
的
な
取
り
組
み
の
重
要
性
を
区
民
・
事

業
者
・
行
政
が
共
有
す
る
こ
と
が
必
要
②

転
入
者
の
中
核
を
占
め
る
20
代
前
半
の
世

代
が
今
後
と
も
継
続
的
、
安
定
的
に
転
入

す
る
環
境
の
維
持
が
重
要
③
世
田
谷
区
に

転
入
し
た
若
い
世
代
が
、
就
職
・
転
職
、

結
婚
・
出
産
を
機
に
区
外
へ
転
出
す
る
こ

と
な
く
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地

域
づ
く
り
が
重
要
④
今
後
、
人
口
減
少
に

よ
り
中
長
期
的
に
は
転
入
減
が
見
込
ま
れ

る
中
、
転
入
に
頼
ら
な
い
人
口
維
持
の
た

め
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
に
対
す
る

希
望
に
応
え
ら
れ
る
環
境
整
備
が
必
要
―

―
と
述
べ
て
い
ま
す
。

三
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
る

　
こ
う
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、

「
総
合
戦
略
の
基
本
的
な
考
え
方
」
で
は
、

持
続
可
能
な
自
治
体
経
営
を
実
現
す
る
た

め
に
は
、「
住
み
た
い
ま
ち
」「
住
み
続
け

た
い
ま
ち
」
を
目
指
し
、
魅
力
あ
る
世
田

谷
を
創
出
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
指
摘
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
魅
力
あ
る
ま
ち

世
田
谷
」
を
創
出
す
る
た
め
に
、
三
つ
の

基
本
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
１
は
、「
多
く
の
世
代
の
希

望
の
実
現
」
で
す
。
家
庭
、
学
校
、
地
域
、

行
政
が
柔
軟
に
連
携
し
、
子
育
て
家
庭
や

保
育
を
必
要
と
す
る
家
庭
へ
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、
安
心
し
て

子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
す
。
ま

た
、高
齢
者
が
支
え
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、

支
え
る
側
に
な
る
こ
と
で
、
生
き
が
い
を

持
っ
て
働
く
こ
と
や
、
地
域
と
つ
な
が
る

活
動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
を
図
る

と
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
２
は
、「
地
域
人
材
と
社
会

資
源
を
活
用
し
た
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
」
で
す
。
防
災
や
福
祉
な
ど
の
地
域

課
題
の
解
決
の
た
め
、
区
民
と
と
も
に
、

地
域
活
動
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
市
民
活
動
団

体
、
事
業
者
、
大
学
な
ど
の
地
域
人
材
と
、

各
種
施
設
、
空
き
家
等
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
、

地
域
活
動
な
ど
の
社
会
資
源
を
最
大
限
活

用
し
、
参
加
と
協
働
、
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
・
活
性
化

を
図
り
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
持
続
可
能
で
活
力
あ
る

地
域
社
会
を
構
築
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
目
標
３
は
、「
心
豊
か
な
暮
ら
し

を
実
現
す
る
た
め
の
地
方
・
都
市
と
の
連

携
・
交
流
」
で
す
。
縁
組
協
定
を
結
ぶ
群

馬
県
川
場
村
を
は
じ
め
、
他
の
交
流
自
治

体
、
近
隣
自
治
体
、
被
災
自
治
体
と
の
連

携
を
強
化
し
、「
ひ
と
」
や
「
も
の
」
の

交
流
を
深
め
、相
互
理
解
と
親
善
の
も
と
、

福
祉
、
産
業
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
文
化
な

ど
、
相
互
の
住
民
の
豊
か
な
暮
ら
し
を
広

げ
ま
す
。ま
た
、災
害
対
策
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
な
ど
、
区
単
独
で
は
解
決
の
難
し

い
課
題
に
対
し
、他
自
治
体
等
と
の
協
力
・

連
携
に
よ
り
、
広
域
で
の
課
題
解
決
に
取

り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ

　
二
三
男
く
ん
は
と
く
に
基
本
目
標
１
に

興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

　
世
田
谷
区
は
出
生
数
、
合
計
特
殊
出
生

率
と
も
に
こ
こ
10
年
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
か
ら

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
ま
で
の
10
年
間

で
、
０
～
５
歳
児
の
人
口
は
７
３
６
３
人

増
え
ま
し
た
。
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就
学
前
人
口
の
増
加
に
加
え
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
景
気
の
後
退
や
働
き

方
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な
ど
に

よ
り
、
認
可
保
育
園
の
申
請
者
数
は
増
加

し
続
け
、
保
育
待
機
児
童
の
解
消
は
区
の

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
他
の

都
市
部
の
自
治
体
と
比
較
し
て
も
保
育
所

等
を
利
用
す
る
割
合
は
決
し
て
高
く
は
あ

り
ま
せ
ん
。
保
育
定
員
の
拡
充
に
よ
り
保

育
所
等
の
入
所
割
合
は
２
０
０
７
（
平
成

19
）
年
の
23
％
か
ら
２
０
１
７
（
平
成

29
）
年
に
は
36
・
9
％
ま
で
増
え
ま
し
た

が
、
実
は
家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
世

帯
も
多
い
自
治
体
で
す
。

　
そ
こ
で
、
世
田
谷
区
が
特
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、「
世
田
谷
版

ネ
ウ
ボ
ラ
」
で
す
。
こ
れ
は
、
区
・
医
療
・

地
域
が
連
携
し
、
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
ま

で
子
育
て
家
庭
を
切
れ
目
な
く
支
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
、
顔
の
見
え
る
相
談
支

援
体
制
の
こ
と
で
す
。

総
合
支
所
に
ネ
ウ
ボ
ラ
・

チ
ー
ム

　
妊
娠
中
や
産
後
、
乳
幼
児
を
育
て
る
時

期
は
、
誰
も
が
様
々
な
不
安
を
抱
え
る
も

の
で
、
核
家
族
化
の
進
展
や
地
域
と
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
も
相
ま
っ
て
、
妊

産
婦
や
子
育
て
家
庭
の
孤
立
感
や
負
担
感

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
国
の
報
告
書
に
よ

る
と
、
虐
待
に
よ
る
死
亡
事
例
の
う
ち
、

0
歳
児
の
割
合
が
約
6
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
出
産
後
か
ら
の
支
援
で
は
遅
く
、
妊

娠
期
か
ら
就
学
期
ま
で
の
支
援
を
切
れ
目

な
く
提
供
す
る
た
め
の
相
談
支
援
体
制
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
４

月
か
ら
の
子
ど
も
計
画
（
第
２
期
）
の
重

点
政
策
で
あ
る
「
妊
娠
期
か
ら
の
切
れ
目

の
な
い
支
援
・
虐
待
予
防
」
に
基
づ
き
検

討
し
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
７
月
か

ら
「
世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　
世
田
谷
区
に
は
五
つ
の
総
合
支
所
が
あ

り
ま
す
が
、
世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
の
開
始

に
あ
た
っ
て
は
、
各
総
合
支
所
に
配
置
さ

れ
た
保
健
師
・
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
子
育

て
応
援
相
談
員
に
よ
る「
ネ
ウ
ボ
ラ
・
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
す
べ
て
の
妊
婦

を
対
象
に
、
ネ
ウ
ボ
ラ
・
チ
ー
ム
が
妊
娠

期
面
接
を
実
施
し
、
妊
娠
中
の
健
康
管
理

の
こ
と
や
、
出
産
・
育
児
な
ど
の
不
安
や

悩
み
に
つ
い
て
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
、
妊
娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支

援
の
入
口
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
す
。
ネ
ウ

ボ
ラ
・
チ
ー
ム
で
は
、
妊
娠
期
面
接
後
の

相
談
に
つ
い
て
も
随
時
対
応
し
て
お
り
、

必
要
に
応
じ
て
、
保
育
や
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
初
回
の
面
接
で
は
、「
せ
た
が
や
子
育

て
利
用
券
」（
１
万
円
分
）
を
渡
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
乳
房
ケ
ア
、
産
後
ケ
ア
、
家
事
・

育
児
援
助
、
親
子
の
集
い
の
場
、
一
時
預

か
り
、
育
児
講
座
な
ど
の
地
域
の
民
間
支

援
団
体
な
ど
が
行
う
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
に
使
用
で
き
ま
す
。
こ

の
利
用
券
は
子
育
て
家
庭
が
地
域
と
の
つ

な
が
り
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
は
親
子
が
気
軽
に
立
ち

寄
る
こ
と
が
で
き
る
一
部
の
「
お
で
か
け

ひ
ろ
ば
」
等
に
、「
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
子
育
て
支
援
員
研
修
を
受
け

た
専
門
員
が
相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
相
談
者
の
「
困
っ
た
」
を
一
緒
に
考

え
、
生
活
に
密
着
し
た
地
域
の
民
間
情
報

や
公
的
な
支
援
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　
こ
の
地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
ネ
ウ
ボ
ラ
・
チ
ー
ム
が
緊
密
に
連

妊
娠
期
か
ら
不
安
や
悩
み
を
相
談
で
き
る

「世
田
谷
版
ネ
ウ
ボ
ラ
」

地域の子育て支援サービス

で利用できる 「せたがや子

育て利用券」

地
域
子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
相
談
風
景
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携
す
る
こ
と
で
、
例
え
ば
、
家
庭
内
の
状

況
に
多
少
の
不
安
は
あ
っ
て
も
、
必
要
な

支
援
の
案
内
を
し
な
が
ら
地
域
の
中
で
見

守
れ
る
家
庭
も
あ
り
ま
す
。
専
門
的
な
支

援
は
専
門
職
が
、
ま
た
身
近
な
支
援
は
身

近
な
地
域
で
と
い
う
分
担
が
可
能
に
な

り
、よ
り
き
め
細
か
な
支
援
が
で
き
ま
す
。

　
ネ
ウ
ボ
ラ
・
チ
ー
ム
は
、
区
民
が
多
く

利
用
す
る
産
院
を
中
心
と
し
た
医
療
機
関

へ
の
訪
問
等
に
よ
り
、
個
別
支
援
の
情
報

交
換
に
限
ら
ず
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く

り
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ネ

ウ
ボ
ラ
・
チ
ー
ム
と
地
域
や
医
療
と
の
連

携
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
で
、「
世
田
谷

版
ネ
ウ
ボ
ラ
」
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

産
後
ケ
ア
事
業

　
産
後
の
心
身
と
も
に
不
安
定
な
時
期
の

母
子
を
対
象
に
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
宿

泊
）
や
デ
イ
ケ
ア
（
日
帰
り
）
で
母
子
の

ケ
ア
や
育
児
相
談
等
を
行
い
、
育
児
不
安

の
早
期
解
消
を
目
指
す
施
設
と
し
て
、

２
０
０
８
（
平
成
20
）
年
3
月
に
「
産
後

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
桜
新
町
」
を
全
国
に
先
駆

け
て
開
設
し
、「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を
実

施
し
、
以
降
委
託
床
数
を
増
や
す
な
ど
拡

充
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
出
産
後
か
ら
産
後
４
カ
月
ま
で
の
母
子

が
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
居

室
が
あ
り
、
助
産
師
に
よ
る
母
体
や
乳
児

の
ケ
ア
や
授
乳
指
導
・
育
児
相
談
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。人
気
が
高
く
、

多
く
の
区
民
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
度
に
は
医
療

機
関
と
の
連
携
に
よ
る
デ
イ
ケ
ア
を
開
始

す
る
な
ど
の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
度
か
ら
は
、
こ

れ
ま
で
の
運
営
事
業
者
よ
り
建
物
の
無
償

譲
渡
を
受
け
、
区
立
施
設
と
し
て
委
託
床

数
を
15
床
に
拡
充
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な

子
ど
も
の
預
か
り

　
世
田
谷
区
に
は
小
児
医
療
の
拠
点
と
な

る
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
、
重
度
の
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
が
多
く
住
ん
で

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
区
で
は
、
配
慮
が
必

要
な
子
ど
も
・
家
庭
へ
の
支
援
と
し
て
、

「
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
の
預
か

り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
区
で
は
、
児
童
発
達
支
援
事
業
と
居

宅
訪
問
型
保
育
事
業
を
組
み
合
わ
せ
て
、

長
時
間
の
預
か
り
を
実
施
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
行
い
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年

3
月
よ
り
事
業
を
始
め
ま
し
た
。

　
加
え
て
、
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年
4

月
よ
り
区
立
指
定
園
１
園
で
看
護
師
を
配

置
し
、
集
団
保
育
が
可
能
か
つ
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
子
ど
も
１
人
の
受
け
入
れ
を

開
始
し
ま
し
た
。
翌
２
０
１
９
（
平
成

31
）
年
度
か
ら
の
区
立
指
定
園
２
園
で
の

実
施
に
向
け
、
引
き
続
き
体
制
整
備
を
進

め
て
お
り
、
２
０
２
２
（
平
成
34
）
年
度

ま
で
に
区
内
全
5
地
域
で
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

地
域
資
源
を
最
大
限
活
用

　
世
田
谷
区
の
強
み
は
、
地
域
資
源
の
豊

富
さ
で
す
。
区
の
人
口
は
約
90
万
人
と
大

規
模
で
す
が
、
着
実
に
増
え
て
い
る
妊
産

婦
や
子
育
て
家
庭
を
地
域
で
孤
立
さ
せ
な

い
た
め
に
は
、
き
め
細
か
な
支
援
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
す
。
区
で
は
、
区
内

を
五
つ
の
地
域
に
分
け
て
、
総
合
支
所
が

住
民
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
で
は
様
々
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
民
間
団
体
が
子
育
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
て
、
区
だ
け
で
は
補
い
切
れ
な
い

子
育
て
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
二
三
男
く
ん
は
「
人
口
も
子
ど
も
の
数

も
多
い
世
田
谷
区
は
、施
設
や
人
材
な
ど
、

民
間
も
含
め
た
地
域
資
源
を
最
大
限
活
用

し
て
、
妊
娠
か
ら
就
学
前
ま
で
切
れ
目
の

な
い
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
よ
く
分
か
っ
た
。
子
育
て
は
予
想
も
し

な
い
こ
と
が
次
々
と
起
き
て
、
自
分
一
人

の
力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。
世
田
谷
区
の
よ
う
な
大
き
な
自
治
体

だ
か
ら
こ
そ
、
保
護
者
が
地
域
で
孤
立
し

て
、
一
人
で
不
安
を
抱
え
込
ん
で
し
ま
う

こ
と
が
な
い
よ
う
に
、顔
が
見
え
る
相
談
・

支
援
体
制
が
必
要
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
長
い
時
間
勉
強
し
て
い
た
二
三
男
く

ん
、
お
腹
が
グ
ー
ッ
と
鳴
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。「
お
腹
が
ペ
コ
ペ
コ
だ
。
ボ
ロ
市

名
物
の
代
官
餅
を
食
べ
よ
う
」
と
ボ
ロ
市

の
会
場
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

取材協力／世田谷区

産後ケアセンター （母子ケアの様子）
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